
          第２学年算数科学習指導案 
                          日 時  平成２１年９月８日（火） 
                          児童数  男２名 女９名 計１１名 
                          指導者  高 橋 玲 子 
 
１ 単元名  
  たし算とひき算のひっ算 （東京書籍 新しい算数 ２年上 ｐ．６６～ｐ．７７） 
 
２ 単元について 
（１） 教材観 

本単元は、新学習指導要領の内容「数と計算」領域（２）「加法及び減法についての理解を深め、そ

れらを用いる能力を伸ばす。」のア「２位数の加法及びその逆の減法計算の仕方を考え、それらの計算

が１位数などについての基本的な計算を基にしてできることを理解し、それらの計算が確実にできる

こと。また、それらの筆算の仕方について理解すること。」及びイ「簡単な場合について、３位数など

の加法及び減法の計算の仕方を考えること。」に基づいて設定したものである。 
児童はこれまでに２位数＋２位数の筆算では一の位で繰り上がる筆算のしかたを、２位数－２位数

の筆算では一の位への繰り下がりのある筆算のしかたを学習してきている。これらの筆算では、位ご

とに計算すること、一の位から計算すること、十の位に１繰り上げることや十の位から１繰り下げる

ことを手順として学習してきた。このことは、本単元で学習する筆算形式においても大変重要なこと

である。 
本単元では、十の位や百の位へ繰り上がる筆算のしかたや十の位や一の位への繰り下がりのある筆

算のしかたを、繰り上がりや繰り下がりが１回ある筆算、２回ある筆算、波及的な筆算とステップを

踏んで学習していく。 
また、８３を８０とみたり４６を４０とみたりして、８３＋４６の見積もりを８０＋４０と考えて

１２０とするような活動を取り入れる。見積もりから答えの誤りを防いだり、繰り上がりや繰り下が

りがあることに気づいたりして、解決方法の見通しの幅を広げさせたい。 
      
（２）児童観 
   本単元に関わるレディネステストの結果は次のとおりである。（正答率） 

＊実施は１０名（無答１名含） 
① ２、１位数＋２位数（繰り上がりあり）の加法の筆算ができる。        ８０% 
② 問題文から加法の式を立て、問題を解くことができる。            ７５% 
③ ２位数－２、１位数（繰り下がりなし・あり）の減法の筆算ができる。     ７５% 
④ ２位数＋２位数＝３位数の筆算ができる。（未習）               ２０% 
⑤ ３位数－２位数＝２位数の筆算ができる。（未習）                 ０%  
また、既習問題だけでの平均正答率は、７７%であるが、個人的に見ると正答率８０%以上の児童

は７名、正答率７０%の児童は２名である。 
以上の結果から、減法の筆算で計算手順のミスをする児童がやや多いといえる。また、なかなか２

年生としての学習への取り組みができない児童が１名いるが、何らかの形で学習に参加できるように

活動場面を保障し意欲をもたせたい。 
学び合いについては、進んで発表したり、似ていることを自分なりに発表したりすることは半数の

児童ができている。しかし、数の仕組みにまで注目して考えを発表できる児童は、１、２名である。

できる児童だけが中心とならないで、分からないところをはっきりさせてみんなで解決へ向かうよう

に、共に学習していくという雰囲気を大切にしながら進めたい。そのためには、少人数であることを

生かして全員が何らかの形で発表できるようにさせたい。 
 



（３）指導観 
指導に当たっては、これまで学習してきた２位数の筆算と同様に、位ごとに計算を繰り返すことや

繰り上がりや繰り下がりも、これまでと同じ考え方で処理できることを理解させることが重要である。

そのため、既習事項と未習事項の違いが分かるような教材提示を工夫し、児童自ら課題を見つけ、既

習事項を生かして解決できるように支援していきたい。自力解決したことが学び合いの中で出せるよ

うに、ミニ黒板やマグネット板を活用したい。繰り上がり、繰り下がりの原理は既習と同様といって

も、児童の実態から、位が大きくなるとなかなか理解できない児童もいると予想されるので、数カー

ドや数カードの図解を手掛かりとして考えさせたい。 
加法でも減法でも、繰り上がり、繰り下がりが波及的に起こる計算は、最も複雑でつまずきが多く

予想される。筆算形式だけでは数の大きさに着目できず、理解不十分になると思われるので、数カー

ドを用いた操作をとおして学習を進めたい。また、単元の終末では、これまで学習した加法や減法の

計算を混ぜて問題を解くなどの活動を入れて、学習したことが確実なものとなるように指導していき

たい。 
学び合いでは、自力解決が途中の児童も出てくると思われるが、できたところまででも発表する機

会を与えたり、続きをどう考えたらよいか他の児童に発表させたりして、学級全体で課題解決に取り

組んでいることを意識づけていきたい。 
 

３ 単元の目標 
（１）主目標 

筆算形式による２、３位数＋１、２位数＝３位数（百の位への繰り上がりなし）、３位数－１、２位

数＝２、３位数（百の位からの繰り下がりなし）の計算のしかたについて理解し、それを用いる能力

を高める。 
（２）観点別目標 
  【関心・意欲・態度】 ・筆算のよさを認め、進んで既習の筆算のしかたを活用しようとする。 
  【数学的な考え方】  ・既習の筆算から類推して、筆算形式による２位数＋１、２位数＝３位数、 

３位数－１、２位数＝２位数の筆算のしかたを考える。 
  【表現・処理】    ・筆算形式による２位数＋１、２位数＝３位数、３位数－１、２位数＝２位 

数の計算ができる。 
【知識・理解】    ・筆算形式による２位数＋１、２位数＝３位数、３位数－１、２位数＝２位

数の計算のしかたを理解する。 
４ 教材の関連と発展 
 
     １年                    ２年                         ３年 

 
②何十の計算 
・数の構成に基づく数え方と加減計

算 

③たし算のひっ算 
・加法の筆算形式 
・２位数＋１、２位数＝２位数 
・加法の検算（交換法則） 
・未知数としての□の利用

④ひき算のひっ算 
・減法の筆算形式 
・２位数－１、２位数＝１、２位数

・減法の検算（逆算）

⑤たし算とひき算の筆算 
・３位数＋２、３位数 

 ④あわせていくつ 
 ふえるといくつ 
・１位数＋1 位数＝１位数 

 
 
 

⑤のこりはいくつ 
 ちがいはいくつ 
・１位数－１位数＝１位数 

 
 
 
 

⑧ふえたりへったり 
・３口の数の加法、減法 

 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 指導計画 （全１２時間） 本時 ４／１２時  
小

単

元 

 
時 
 

 
 主な学習活動 

 主な評価規準 
（本時 身に付けさせたい 
      基礎・基本） 

主となる既習事項 
（前時までの基礎・基本）

た 
 
 
 

し 
 
 
 

算 

１ プロローグ 
・ｐ．６６の絵から場面を把握し、メダルの数を考えることをとおして既習事項を振り返るとと

もに、ｐ．６７の問題への興味・関心を高める。（所要時間は１５分程度） 
・ 場面をとらえ、立式について

考える。 
・ ８３＋４６の筆算のしかた

を考える。 
・ 筆算のしかたをまとめる。 

考 既習の加法との違いをとら

え、既習の筆算の原理・手

順を適用して、２位数＋２

位数＝３位数（百の位への

繰り上がりあり）を考えて

いる。 
知 ２位数＋２位数＝３位数

（百の位への繰り上がりあ

り）の筆算のしかたを理解

している。 

・８＋４＝１２ 
・８０＋４０＝１２０ 
・１０のまとまりを１と

みる。 
・１０が１０で１００ 
・ひっ算    
・百の位 
・繰り上げる  

２ ・ ７６＋５８の筆算のしかた

を考える。 
・ 筆算のしかたをまとめる。 
・ 上記の型と、５２＋７８の型

の計算練習をする。 

考 ２位数＋２位数＝３位数

（十、百の位への繰り上が

りあり）の筆算のしかたを、

既習をもとに考えている。 
表 ２位数＋２位数＝３位数

（十、百の位への繰り上が

りあり）の筆算ができる。 

・６＋８＝１４ 
・１＋７＋５＝１３ 
・１０のまとまりを１と

みる。 
・１０が１０で１００ 
・百の位 
・十の位へ繰り上げる。 
・百の位へ繰り上げる。 

３ 
 

・ ４６＋５７、９３＋８の筆算

のしかたを考える。 
・ 筆算のしかたをまとめる。 
・ 上記の型の計算練習をする。

 
 
 
 

考 ２位数＋１、２位数＝３位

数（百の位への波及的繰り

上がりあり）の筆算のしか

たを、既習をもとに考えて

いる。 
表 ２位数＋１、２位数＝３位

数（百の位への波及的繰り

上がりあり）の筆算ができ

る。 

・６＋７＝１３ 
・１＋４＋５＝１０ 
・十の位、百の位へ繰り

上げる。 

⑨たしざん 
・１位数＋1 位数＝２位数 

⑦計算のくふう 
・３口の数の加法（結合法則） 
・３口の加減法の筆算

本単元 たし算とひき算のひっ算 
・２位数＋２位数＝３位数と、その

逆の減法 

⑩ひきざん 
・２位数－１位数＝1 位数 



ひ 
 
 
 

き 
 
 
 

算 

１ 
 

【
本 

時
】 

 

・ 場面をとらえ、立式について

考える。 
・ １２９－５３の筆算のしか

たを考える。 
・ 筆算のしかたをまとめる。 
・ 上記の型の計算練習をする。

考 既習の減法との違いを認

め、既習の筆算の原理・手

順を適用して、３位数－２

位数（百の位からの繰り下

がりあり）を考えている。 
知 ３位数－２位数（百の位か

らの繰り下がりあり）の筆

算のしかたを理解してい

る。 

・１２－５＝７ 
・１２０－５０＝７０ 
・１００は１０が１０こ 
・１０のまとまりを１と

みる。 
・繰り下げる。 

２ ・ １４６－８９の筆算のしか

たを考える。 
・ 筆算のしかたをまとめる。 
・ 上記の型の計算練習をする。

考 ３位数－２位数（百の位か

らの繰り下がりあり）の筆

算のしかたを、既習をもと

に考えている。 
表 ３位数－２位数（百の位か

らの繰り下がりあり）の筆

算ができる。 

・１６－９＝７ 
・十の位から繰り下げる。

・百の位から繰り下げる。

・１３－８＝５ 
・１０のまとまりを１と

みる。 
 

 
 
 
３ 
 
 
 
・ 
 
４ 

・ １０２－６５の筆算のしか

たを考える。 
・ 筆算のしかたをまとめる。 

関 筆算のよさを認め、進んで

既習の筆算のしかたを活用

しようとする。 
知 ３位数－１、２位数（十、

百の位からの波及的繰り下

がりあり）の筆算のしかた

を理解している。 

・１００は１０が１０こ 
・１０－１＝９ 
・１０のまとまりを１と

みる。 
・１００－１０＝９０ 
・１００を９０と１０に

分ける。 
・百の位から繰り下げる。

 ・ ３位数－１、２位数（十、百

の位からの波及的繰り下が

りあり）の計算練習をする。

表 ３位数－１、２位数（十、

百の位からの波及的繰り下

がりあり）の筆算ができる。

５ ・ 文章題に取り組む。 表 ３位数－２位数の減法を適

用して、問題を解決するこ

とができる。 

・立式 
・１１２－２３のひっ算 
・１０６－１６のひっ算 
・ひき算の意味 
・たしかめ算（たし算） 

大
き
い
数
の
ひ
っ
算 

１ ・ ２１５＋３２の筆算のしか

たを、１５＋３２をもとに考

える。 
・ 筆算のしかたをまとめる。 
・ ３位数＋１、２位数の計算練

習をする。 

関 既習の筆算のしかたを活用

して、簡単な３位数の加法

の筆算のしかたを考えよう

とする。 
考 ３位数＋１、２位数＝３位

数（百の位への繰り上がり

なし）の筆算のしかたを既

習をもとに考えている。 

・位ごとに計算する。 
・一の位から計算する。 
・十の位へ繰り上げる。 
・百の位 



２ ・ ２４８－２５の筆算のしか

たを、４８－２５をもとに考

える。 
・ 筆算のしかたをまとめる。 
・ ３位数－１、２位数の計算練

習をする。 
 

考 ３位数－１、２位数（百の

位からの繰り下がりなし）

の筆算のしかたを、既習を

もとに考えている。 
表 ３位数－１、２位数（百の

位からの繰り下がりなし）

の筆算ができる。 

・位ごとに計算する。 
・一の位から計算する。 
・百の位から繰り下げる 
・十の位から繰り下げる。

 

ま 
 

と 
 

め 

１ ・ 「力をつけよう」に取り組

む。 
表 学習内容を正しく用いて、

問題を解決することができ

る。 

 

 
２ 

・ 「たしかめよう」に取り組

む。 
知 基本的な学習内容について

理解している。 
 
 
 
・１０２は１００と２ 
・４は２と２ 
・１００より２小さい数

は９８ 

・ 【発展】「ものしりコーナー」

を読んで、計算の前に数値を

よく見て計算方法を考える

よさを話題にしながら、必ず

しも筆算で計算する必要は

ないことにふれる。 
１０２－４の計算 

 
６ 本時の指導  

（１） 研究仮説に関わって 
・導入では、問題提示で既習と未習を数字を入れ替える形で提示し、本時の課題をはっきりとつかま

せる。また、本時で学習する筆算の未習部分が視覚的にとらえやすいように囲んで、課題把握まで

の工夫を図る。 ・・・研究の内容（１）ア 
・本時の課題解決のポイントは、百の位から１繰り下げて十の位に１０を１０こ移動させることにあ

る。そのことを児童が言葉や操作で説明していくことが、学び合いでの話し合いの中心となる。い

ろいろな言葉で説明されると思われるが、大事な言葉や操作の仕方を色チョークやふき出しなどで

板書し、児童一人一人の考えが課題解決につながるように仕組む。・・・研究の内容（２） 
 
（２）本時の目標 

既習の減法との違いを認め、既習の筆算の原理・手順を適用して、３位数－２位数（百の位から十

の位への繰り下がりあり）の筆算のしかたを考え、理解する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



（３）展 開 
段

階 
学習活動 教師の働きかけと予想される児童の反応 指導上の留意点  

○評価 ・支援 ＊準備

 
 
と 
ら 
え 
る 
 
 
５ 
分 

１ 問題把握 
 
 
 
 
 ・立式する 
・筆算する 

 
２ 課題把握 

○問題を読んで式を考えよう。 
 
 
 
             7  1 
８２－５３＝２９      ８２ 
             －５３ 
              ２９ 
１２９－５３ 
○筆算にして、今までの計算とちがうところ

を見つけよう。     百十一 
 
          
 
 
 
 

＊紙板書問題文 
 
・既習問題と未習問題を提

示して課題をつかませ

る。（数字を入れ替えて既

習問題から提示する。） 
・筆算のしかたの既習事項

を確認させる。 
 
・一の位の答えは６である

ことを確認する。 
・何の位でひけないか着目

させる。 
 
 
 
 

   

 
ふ 
か 
め 
る 
 
 
 
25
分 

３ 課題解決 
・見通しをもつ 

答え 
方法 

 
 
 
 
・自力解決をする 

 
 
 
 
 
４ 学び合い 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 答えはだいたいどれくらいでしょうか。 
・ １００より小さい 
・ ７０に近い。 
○ 何を使って考えますか。 
・ 数カードを使う。 
・ 筆算でやってみる。 
・ １００を１０にばらす。 
 
    １２９ 
・ － ５３  を、どう計算したらよい  
       
か自分なりに考える。 

 
 
○ 考えた方法を発表しましょう。 
① 筆算をする。 
・ 百の位と十の位だけど、１２－５＝７と考

えて、十の位に７と書く。答えは７６。 
・ 十の位で２０から５０はひけないので、百

を１０が１０こに替える。１０が１２こに

なるので１２－５＝７ １０が７なので、

十の位に７と書く。答えは７６。 
② 数カードで考える。 
・ １００カード１枚を、１０カード１０枚に

替えて、１０を５枚とる。答え７６。 
○ 筆算と数カードでやり方が似ていること

・答えの見積もりについて

は簡単に行う。 
 
＊数カード 
＊位取り板  
 
 
・自分で選んだ方法で取り

組ませるが、時間があっ

たら別の方法でも行うよ

うにさせる。 
○３位数－２位数（百の位

から十の位への繰り下が

りあり）＝２位数の筆算

のしかたを考えている。

（発言、ノート） 
・筆算から発表させる。 
 
 
・唱えながら筆算させる。

 
 
・数カードの発表でも大事

なことは板書に残す。 
・百の位から 1 繰り下げる

ことは数カードの１００

 メダルを８２（１２９）こ作りました。

５３こくばると、のこりは何こですか。 

   １２９ 
－  ５３ 
    ６ 

十のくらいがひけないひっさんのしかたを考えよう。 



 
 
 
 
 
 
 
 
・類似問題 

 
 

は何でしょう。 
・ １００を１０が１０こにしている。 
・ 百の位から１繰り下げて、十の位で１２－

７を計算する。 
 
 
 
 
○ 繰り下げる方法で、 １４５ 
           － ７１ 
を計算をしましょう。 

を十の位に１０を１０こ

にして移動させることと

同じであることに気づか

せる。 
・既習事項を思い出させ、

同様に隣の位に「１繰り

下げる」ということを知

らせる。 
・１２９－５３の筆算のし

かたを確認させる。 
＊学習プリント 
・唱えながら筆算させる。

○３位数－２位数（百の位

から十の位への繰り下が

りあり）＝２位数の筆算

のしかたを理解してい

る。（発言・プリント） 
ま 
と 
め 
る 
 
 
15
分 

５ 学習のまとめ 
 
 
 
・適用問題 

  p.７１ ① 
      ② 
 
・学習の振り返り 
・次時の予告 

○ 十の位がひけない筆算は、どのように計算

すればいいかまとめましょう。 
 
 
 
 
 
 
・自己評価  ◎ ○ △ 
○ 次の時間は、もっと繰り下がりのある筆算

の練習をします。 

 
・まとめ（穴うめ形式）と

適用問題はプリントに書

く。 
 
 

 十のくらいがひけないひっさんは、（百）

のくらいから１（くりさげ）てけいさんし

ます。 

 
（４）本時の評価規準 
   評価規準  「十分できる状況」 「概ね満足できる状況」 「努力を要する状況」

と判断される児童への

手立て 
３位数－２位数（百の位

から十の位への繰り下が

りあり）＝２位数の筆算の

しかたを考えている。 

十の位から一の位へ繰

り下げた既習事項と同様

に、百の位から１繰り下

げると、十の位へ１０が

１０こ移動することに気

づき説明できる。 

 十の位から一の位へ繰

り下げた既習事項と同様

に、百の位から十の位へ

１繰り下げて答えを出し

ている。 

 数カードの操作とお

して、１００カードを

１０カード１０枚に替

えれば、ひけることに

気づかせる。 

３位数－２位数（百の位

から十の位への繰り下が

りあり）＝２位数の筆算の

しかたを理解している。 

 ３位数－２位数（百の

位から十の位への繰り下

がりあり）＝２位数の筆

算を学習した方法をもと

にして、唱えながら順序

よく計算している。 

 ３位数－２位数（百の

位から十の位への繰り下

がりあり）＝２位数の筆

算を繰り下がりの印や補

助数字を書きながら計算

している。 

 何から何をひくかを

はっきりさせる。 
何の位から繰り下げ

るかを、数カードを使

って考えさせる。 

 


